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村のようす
（繍 1日現在）

世帯数 1, 4:24戸
人..,, 口 7,701人

男 3,742人
女 3,959人
積 46.65
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台風26号被害地の

復旧工事進む

完成した藤壇堤防

被 害写 真

四
十
一
年
九
月
二
十
四
日
！
二
十
五
日
の
台
風
二
十
六
号
の
通
過
に

よ
り
、
阿
武
隈
川
藤
壇
堤
防
が
欠
潰
大
ぎ
な
被
害
を
受
け
た
が
、
そ

の
後
土
木
事
務
所
の
努
力
に
よ
り
、
写
真
の
よ
う
な
コ
ソ
ク
リ
ー
ト

プ
ロ
ッ
ク
張
り
の
立
派
な
堤
防
が
完
成
し
ま
し
た
。

龍
崎
湯
沢
組
及
仙
台
治
水
工
業
の
請
負
に
よ
り
、
総
工
事
費
一
、

二
二
五
、

0
0
0円
で
二
年
間
に
渡
り
完
成
し
た
も
の
。

青
年
学
級
生
研
修
視
察

総

務

課

二
三
日
選
挙
管
理
委
員
会

下

旬

定

例

村

議

会

千
・
上
旬
村
有
林
岩
法
寺
測
量

住

民

課

一
五
日
敬
老
会
泉
中
に
て

ー
一
日
よ
り
二
九
日
ま
で
イ
ソ
フ
ル
ニ
ン

ザ
予
防
接
種

二

0
日
ニ
―
日
老
人
健
康
診
査
須
釜
地

内
二
七
日
秋
期
大
掃
除
西
部
地
区

ニ

八

日

ク

東

部

地

区

九
月
全
精
薄
児
愛
護
月
間

ニ
四
日
ー
三

0
日
結
核
予
防
週
間

九
月
全
愛
の
血
液
助
け
あ
い
運
動

建

設

課

中

旬

林

道

工

事

入

札

二
六
日
災
害
事
業
入
札

千
・
上
旬
道
路
舗
装
工
事
入
札

月
間
失
業
対
策
事
業
の
実
施

産

業

課

一
九
日
土
地
改
良
区
理
事
会

二
―
日
稲
刈
機
械
実
洞
会

二
二
日
米
作
増
収
協
議
会
坪
刈

二

二

日

農

業

委

員

会

本

庁

二
五
日
農
業
振
興
協
議
会

二
六
日
農
構
事
業
（
ほ
場
整
備
）
入
札

二
六
日
出
稼
ぎ
相
談
所
開
設
支
所

＋
・
上
旬
農
業
後
継
者
会
議

教

育

委

員

会

二
0
日
教
育
委
員
会

―
一
日
川
辺
小
運
動
会

一
八
日
須
釜
小
運
動
会

公

民

館

九
日
ー
一
八
岩
瀬
村
青
年
研
修
派
遣
生
受

入
一
五
日

中
千
・
上
旬

部
落
対
抗
婦
人
バ
レ
ー
大
会
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明
治
五
年
学
制
発
布
に

な
り
、
同
六
年
三
月
一
八

日
南
須
釜
八
又
小
山
田
小

一
郎
氏
宅
に
清
復
小
学
校

と
し
て
南
須
釜
地
区
の
学

校
と
、
同
年
三
月
二
五
日

北
須
釜
東
光
寺
内
に
第
七

六
学
区
第
五
番
中
学
校
と

し
て
北
須
釜
地
区
の
学
校

の
二
校
が
発
足
し
た
。

そ
の
後
南
北
の
学
校
で
北

が
本
校
に
な
り
南
が
分
校

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

北
が
本
校
当
時
は
現
須
釜

地
区
の
外
に
狸
森
、
雨
田
、

大
栗
を
合
併
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

明
治
三
五
年
九
月
二
八

日
、
大
暴
風
雨
の
た
め
行

人
塚
（
現
大
木
病
院
向

．）

に
あ
っ
た
須
釜
尋
常
小
学

校
が
倒
潰
し
た
の
で
現
在

地
の
奥
平
に
南
北
合
併
の

上
小
学
校
を
新
築
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
当
時
此
の

地
区
は
往
古
斬
罪
ヲ
執
行

セ
ッ
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
御
真

影
ヲ
奉
安
ス
ベ
キ
所
ニ
ア

ラ
ズ
。
新
築
費
用
ハ
凶
作

及
ビ
暴
風
雨
害
ノ
被
害
ノ

結
果
村
民
の
負
担
ガ
増

ス
。
の
理
由
で
反
対
も
あ

っ
た
が
村
長
森
隆
重
、
助

役
塩
沢
恒
吉
、
学
務
委
員

相
楽
良
吉
、
校
長
三
木
常
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一

須

釜

小

学

校
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村
内
で
一
番
児
童
数
の
多
い
学
校
、
又
県
内
に
も
め
ず

ら
し
い
実
業
補
習
学
校
の
あ
っ
た
学
校
と
し
て
須
釜
小

学
校
に
一
番
バ
ッ
タ
ー
で
登
場
し
て
戴
き
ま
し
た
。

次
郎
、
建
築
委
員
矢
吹
貞
①
勤
労
を
喜
び
責
任
感
の

次
郎
、
草
野
勘
七
、
矢
部
強
い
こ
ど
も

茂
八
、
大
和
田
由
蔵
、
大

，
③
情
操
豊
か
で
礼
儀
正
し

越
直
右
衛
門
、
我
妻
房
之
い
こ
ど
も

助
、
石
森
伊
三
郎
、
小
針
⑱
き
ま
り
を
守
り
実
行
カ

捨
吉
、
宗
形
源
治
、
局
外
た
く
ま
し
い
子
供

者
大
野
養
太
郎
、
大
木
亥
④
自
主
性
に
と
み
協
力
的

之
吉
、
相
楽
朝
重
、
村
会
な
こ
ど
も

議
員
大
和
田
留
蔵
の
諸
氏
⑤
創
造
力
に
と
み
科
学
的

な
ど
の
努
力
に
よ
り
合
併
に
処
理
す
る
こ
ど
も

校
舎
の
新
築
を
見
た
。

当
時
の
工
事
費
総
額
一

八
0
0円
五
一
銭
八
厘
内

1
0
0円
郡
補
助
、
一
―

九
円
県
補
助
、
八
五

0
円

教
育
資
金
、
三

0
0円
積

立
金
と
な
り
上
地
買
上
代

金
は
一
時
借
上
と
な
っ
た

の
で
村
民
に
負
担
は
な
か

こ
。f
 

つ

大
正
一

0
年
に
喬
等
科

を
廃
し
、
実
業
補
習
学
校

を
附
設
し
水
田
業
適
畑
、

た
ば
こ
の
外
豚
、
緬
羊
、

鵡
等
小
家
畜
が
飼
育
さ
れ

花
齊
栽
培
用
の
大
き
な
湿

室
も
あ
っ
て
農
学
校
の
様

装
で
あ
っ
た
。

5

明
治
四
三
年
に
四
辻
に

分
教
場
を
設
置
、
昭
和
三

0
年
三
月
―
―

1
0
日
町
村
合

併
に
よ
り
玉
川
村
立
須
釜

小
学
校
と
な
っ
た
。

〇
心
身
と
も
に
健
康
で
明

朗
な
こ
ど
も

を
教
育
目
標
に
関
根
等
校

長
、
添
田
勝
夫
教
頭
を
中

心
に
全
校
生
査
一
三
名
は

先
咋
寧
に
負
け
ま
い
と
勉
強

に
は
げ
ん
で
お
る
。

合
併
前
須
釜
小
学
校
分

明
治
六
•
―
―
―
・
ズ
開
校
同

年
六
月
清
復
小
学
校
と

称
す
。
（
南
須
釜
村
、

北
須
釜
村
、
山
小
屋
村

山
新
田
村
四
ヶ
村
を
学

区
と
す
る
。

ク
ヤ
四
・
―
―
写
四
二
番

須
釜
小
学
校
と
改
称

す
。
北
須
釜
村
を
割
き

分
校
を
設
く
。

ク
八
．
―
-
校
舎
を
同

村
大
安
寺
に
移
す
。

ク
九
．
―
-
校
舎
を
小

山
田
正
良
宅
に
移
し
、

四
八
番
須
釜
小
学
校
と

改
称
、
北
須
釜
分
校
を

木
校
に
引
直
し
北
須
釜

小
学
校
と
称
す
。

ク
一
0
・
1
0

校
舎
新
築

す
。
（
南
須
釜
村
字
館

坂
六
二
番
地
）

ク
一
六
•
第
六
六
号
に

依
り
第
四
番
学
区
南
須

釜
小
学
校
と
改
称
す
。

南
須
釜
村
、
北
須
釜
村

山
小
屋
村
、
山
新
田
村

狸
森
村
、
雨
田
村
、
大
栗

村
、
四
辻
村
、
吉
村
を
合

し
て
一
区
域
と
す
る
。

ク
―
1
0
・

一
―
-
北
須
釜
尋

常
小
学
校
南
須
釜
分
校

室
を
指
定
す
る
。

ク
―
―
―
・
四
北
須
釜
簡

易
学
校
南
須
釜
分
教
室

と
指
定
さ
る
。

ク
―
―
写
・
九
・
一
四
小
学
校

令
第
二
六
条
に
よ
り
須

釜
尋
常
小
学
校
（
南
須

釜
字
館
坂
六
二
）
と
定

め
分
教
室
を
北
須
釜
に

置
く
（
北
須
釜
字
追
分

七
五
）
北
須
釜
村
、
吉

村
を
学
区
と
す
る
。

ク
―

1<・1O・ 
八
校
舎
を

南
須
釜
行
人
塚
五
九
に

移
し
更
に
校
舎
を
新
築

す
。

高
等
科

ク
―
―
1
0
・
F
l
・
.

1
 

を
併
置
す
。

＾

ク
―
―
―
ー
・
1

一
裁
縫
教
室

を
設
け
裁
縫
科
を
置
く

ク
―
―
―
―
-
•
―
―
高
等
科
教

室
二
五
坪
（
八
二
、
六

四
而
）
を
増
築
、
三
〇

五
円

ク

登

・

空

穴

暴

風

雨

と
な
り
校
舎
倒
潰
す
。

ク
―
―
-iヘ・一

1
1
・

―
―
―
―
須
釜
尋

常
高
等
小
学
校
と
改
称

北
須
釜
小
学
校
を
合
併

す
。
位
置
現
在
地
南
須

釜
奥
乎
一
〇
八
番
地
。

明
治
六
・
―
―
-
・
―
―
立
第
七
六

学
区
第
五
番
中
学
校
と

称
し
開
校
す
。
北
須
釜

東
光
寺
内

ク
七
・
ニ
・
1
0

四
二
番

須
釜
小
学
校
北
須
釜
分

校
と
な
る
。

ク
空
―
―
一
七
第
四
八
番

北
須
釜
小
学
校
と
な
る

ク
一
八
・
マ
写
北
須
釜

村
字
迫
分
七
五
番
地
に

新
校
舎
を
新
築
す
る
。

ク
―
―
―•
B

北
須
釜
簡

易
小
学
校
と
改
称
し
南

須
釜
村
を
割
き
分
教
室

を
置
く
。

、

ク
―
―
写
•
四
・
一
写
北
須
釜

尋
常
小
学
校
と
改
称
す

合
併
前

・北
須
釜
尋

常
小
学
校

』わ

両
便
所
改
築

ク

語

・

五
0
円

ク
―
―
―
一
(
.
-
―
-
・
―
―
―
―
須
釜
尋

常
高
等
小
学
校
に
合
併

さ
る
。

合

併

後

明
治
翌
・
手
一
校
舎
増
築

ク
四
―
―·
1
0
•一
四
辻
に

旧
寺
を
改
造
分
教
室
を

設
置
す
。

大
正
四
・
一
奉
安
庫
建
設

ク
一
0
•
四
高
等
科
を

廃
し
実
業
補
習
学
校
を

附
設
す
。
校
名
須
釜
尋

常
小
学
校
須
釜
実
業
補

習
学
校
と
な
る
。

ク
―
―
―
-
・
七
・
元
校
舎
増

築
の
た
め
五
学
級
を
煙

草
収
納
所
へ
移
転

ク
一
四
•
一
・
一
八
校
舎
改

築
建
坪
一
七

0
坪
（
五

六
一
、
九
八
吋
）
木
造

二
階
建
、
改
築
費
二
]
‘

六
六
二
円
四
六
銭

昭
和
―
―
-
•
四
東
側
便
所

改
築
、
六

0
0円

ク

四

．

A

西
側
便
所

改
築
、
三

0
0円

ク
一
O・

七
•
一
須
釜
実

業
公
民
学
佼
を
須
釜
村

青
年
学
校
と
改
称
す
。

ク
―
―
―
―
•
六
．
―
-
旧
校
舎

移
転
改
修
亜
鉛
葺
平
家

建
一
棟
―
―
―

1
0坪
（
四

二
九
、
七
五
吋
）
費
用

九
、
七
七
三
円

ク
一
写
•
四
・
一
高
等
科

を
併
置
須
釜
尋
常
小
学

校
を
須
釜
尋
常
高
等
小

学
校
と
改
称
す
。

ク
一
六
•
四
・
一
須
釜
尋

常
高
等
小
学
校
を
須
釜

村
国
民
学
校
と
改
称
す

農
地
等
の
小
団
地

基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

ク
―
―
―
―
-
•
須
釜
村
国
民

学
校
は
須
釜
村
尋
常
小

学
校
と
見
な
さ
る
。

ク
―
―
―
―
-
•
四
辻
分
校
二

学
級
と
な
る
（
作
業
場

を
仮
校
舎
と
す
る
）

同
年
四
月
、
四
学
級
と

し
六
年
ま
で
と
す
。

山
林
の
開
こ
ん
叉
は
農

地
の
区
画
の
拡
大
は
、
近

代
農
業
を
行
う
た
め
に
は

最
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る

が
、
国
県
等
の
補
助
事
業

と
し
て
は
、
二

oha以
上

の
団
地
で
な
い
と
補
助
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で

本
村
で
は
、
二

oha以
下

の
も
の
に
つ
い
て
補
助
金

を
出
し
て
、
こ
れ
が
造
成

を
は
か
る
目
的
で
昭
和
四

一
年
度
に
「
農
地
等
の
基

盤
整
備
車
業
補
助
要
綱
」

を
定
め
ま
し
た
が
、
未
だ

村
民
の
間
に
徹
底
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
改
め
て

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

こ
の
程
事
業
の
促
進
を
は

か
り
た
い
た
め
皆
様
の
お

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
団
地
の
大
き
さ
。
五

〇
ア
ー
ル
以
上
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
下
で
、
一
枚

の
耕
地
は
田
は
一
五
ア

ー
ル
以
上
畑
は
一
〇
ア

ー
ル
以
上
で
あ
る
も
の

二
、
補
助
金
交
付
率
。
事

業
費
の
二

0
％
以
内

ク
―
―
八
・
―
―
―

校
舎
新
築

ク
―
―
10・

―
―
―
.
-
―
―
―
合
併
に

よ
り
玉
川
村
立
須
釜
小

学
校
と
な
る
。

ク

四
0• 

―
―
―
四
辻
分
校

校
舎
増
築

ク
四
一
・
給
食
室
新
築

三
、
事
業
計
画
の
提
出
。

補
助
金
を
受
け
て
事
業

を
実
施
し
よ
う
と
す
る

も
の
は
、
前
年
度
の
十

二
月
末
ま
で
に
事
業
実

施
計
画
書
を
村
長
に
提

出
し
て
承
認
を
う
け
る

四
、
補
助
金
の
交
付
。
事

業
完
了
し
た
と
き
は
完

了
届
を
村
に
提
出
し
村

は
事
業
の
確
認
を
行
い

補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

以
上
は
こ
の
要
綱
の
あ

ら
ま
し
で
す
が
、
最
近
山

林
の
開
墾
が
目
立
っ
て
多

く
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す

の
で
、
村
と
し
て
も
こ
の

種
事
業
が
一
年
間
に
ど
の

位
あ
る
か
、
予
算
の
関
係

も
あ
り
ま
す
の
で
、
計
画

書
の
提
出
は
期
限
を
守
っ

て
い
た
ゞ
き
た
い
。
な
お

速
急
に
工
事
を
実
施
し
た

い
方
は
、
十
月
十
五
日
ま

で
計
画
書
を
提
出
し
て
下

さ
い
。
申
請
に
つ
い
て
不

明
の
点
は
、
産
業
課
に
て

お
尋
ね
下
さ
い
。

四
辻
分
校



九
月
三
日
聞
催
の
第
二
き
戦
の
結
果
中
チ
ー
ム
が

回
部
落
対
抗
野
球
大
会
は
優
勝
し
た
。
写
真
は
決

-
0
チ
ー
ム
が
参
加
大
げ
勝
戦
中
、
岩
法
寺
チ
ー
ム

1
2山
小

屋

ド

J

1

0
一ー
6
小
．
高
[
~

ド

蒜

生

j
-

、
、
南
須
釜
ー
コ

•‘
•' 

9

1

3

0

川

辺

グ

ラ

中

」

1

|

'

了

ロ

ー

ー

一

中

岩

法

寺

L[3龍
崎

釦

13
岩
法
寺
須

T
 

泉
北
須
釜
ー

第
二
回
玉
川
村
部
落
対
抗
野
球
大
会

中

チ

ー

優

勝

フ仲リ

ジ蔵ウヨ ヨ世メ

か わ

矢矢矢板大坂

部部部本竹本
コ

，，ヽ
チ

ク

ツウラ

八
十
才
以
上
の
高
令
者

男
3

女
13

サ

89
ー

テ

8

゜
8
 

ミ

゜
8
 

3
 ，
 

6
 

8
 

次 タ

高車首関車国溝溝添関矢矢関

原田藤根田井 井 井 田 根 吹 吹 根

トキ重トムア竹ヒ ―‘徳忠

トスケ

83 82 81 88 82 82 87 83 80 

須白熊山鈴三矢味矢

藤旗田崎木瓶部原吹
荘

永ノ、キフ仙イ之フク

ソヨ助チ助キ‘ノ

小

倉 矢 村 草^大吉

鎌吹越野竹田

卜 コモナキマ

ウソヲセス女男
7 0 

84 86 87・80 88 81 

高

曲真

山弓

卜 ノ

JII 

辺

蒜

生

大

ッ

メ サ 松 デ 治 治 女 男 ラ ブ 女 男 子
8 5 2 0 

80 85 84 86 82§0 84 85 83 89 85 83 80 84 82 81 

第 22号

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
し
た
が
、
我
が
村
の
八
七
才
以
上
の
高
令
者

は
九
十
八
名
（
男
三
十
二
名
、
女
六
十
六
名
）
で
す
。
最
年
長
者
は
、
川

辺
矢
部
コ
チ
ウ
さ
ん
、
四
辻
新
田
溝
井
ハ
ツ
さ
ん
の
二
人
で
九
十
三
オ
、

又
今
年
八
十
オ
に
な
ら
れ
仲
間
人
り
さ
れ
る
方
は
二
十
名
お
ら
れ
ま
す
。

心
も
体
も
健
康
で
、
病
気
を
知
ら
ず
楽
し
く
幸
も
に
長
生
し
て
下
さ
い
。

竹

●ヽ
・

.
9
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9

 
，
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1

,

 

一

農

業

祭

の

お

知

ら

せ

一

I

I

 

1
 

.. 

I

I

 

111

今
年
は
心
配
さ
れ
た
台
風
も
な
く
高
湿
つ
ゞ
き
で
叩

I
 

ーi

大
豊
作
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
一
月
二
十
三
叩ー

血
日
の
勤
労
感
謝
の
日
を
中
心
と
し
て
村
に
お
い
て
血ー

叩
惑
謝
祭
を
行
う
予
定
な
の
で
、
出
品
物
を
今
か
ら
IIn鷹

．
 

ーヽ

’
 

ー

叩
準
備
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

f
 ｀
 
．
 

ーー

血

農
業
祭
り

あ
ら
ま
し

9

1

 

1
 

.. 

血

．
一、

農
産
物
品
評
会

叩

I

I

 

血

二

、

和

牛

乳

牛

豚

の

共

進

会

血

,

.

 

ー量`

｀
 

ヽ

．
 

叩
―
―
-
、
実
績
発
表
会

ヽ

．
 

ー

．
 
．
 

血

四

、

農
業
諧
演
会
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仁

井

田

サ

ヨ

84

小

林

リ

，．ヱ

82
ー

／ヽ

林

イ

ー

8

上

街

徳

二

83

岡

部

ジ

モ

83

小

林

己

之

助

85

、
て
、

0

lJ

材

ィ

ノ

8

鈴

木

キ

イ

83

男
8

女
12

南

須

釜

塩

沢

伝

吉

83

宗

形

タ

ネ

83

小

原

サ

ワ

80

小

原

与

次

郎

85

小

原

ィ

ノ

80

相

楽

ク

ラ

83

吉

村

ノ

84

草

野

キ

82

草

野

ケ

80

石

森

助

82

ム

メ

岩

法

寺

永首小国小小角

林
藤

針分針針田
保

カ ナ国ソ清源
之

ク助オーメ助 次 女 男
3 4 

80 80 80 83 81 81 80 

中

竜
大

崎
竹

周タアイ

鈴 鈴 小 Aヽ 小仁

木木林林オ木井

吉喜田
サ左キ

衛
＝政
ーア

イ門‘ノ郎ーキ 女 男 サ
9. 5 

82 82 81 86 84 b3 83 

マ

四
辻
新
田

吉北
佐有有 矢瀬関小佐矢鈴矢渡草瀬草 阿大大大佐真小小大塩

・須
賀 久野

籐賀 吹谷根針間吹木吹辺野谷 咽野野野藤野山山木沢
平 力惣釜口 目田田

トキ太 ナスヨ蔵亀清、ンク イサ 敬`佐ミケ光 士キ
次

ネ之 ユ敬テロ

ヨク郎女男ッミシ重郎蔵‘ノリヨクタ助女男治内ッサ勝ワ治ル成ク
2 1 8 4 

84 8:1 84 80 83 86 81 87 80 87 81 80 82 85 84 80 85 82 86 82 84 91 81 82 81 

田高る行
に額省規こ
つの令則 の
し、基← のほ

て準で一ど
はが小部→
四改 作を農
倍正料改地
‘さの正法

畑れ最す施

竜
崎
の
矢
吹
市
三
さ
ん

は
去
る
八
月
十
三
日
、
須

賀
川
「
五
銭
茶
屋
」
前
で

婦
人
の
バ
ッ
ク
を
ひ
ろ
っ

て
届
出
た
所
、
い
わ
き
市

の
大
室
さ
ん
か
ら
1
1
先
日

主
人
の
実
家
に
行
く
途
中

バ
ッ
ク
を
失
く
し
て
困
っ

て
い
た
所
貴
男
様
の
御
正

溝

井

ハ

ー

＇

ー

ー

天
気
予
報

十
月
の
天
候
は
農
家
に

と
っ
て
、
一
年
中
で
一
番

大
切
な
と
き
で
あ
る
と
共

に
「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
」

と
き
で
健
康
に
も
よ
い
時

節
で
し
よ
う
。

で
は
十
月
、
十
一
月
の

天
気
予
報
は
ど
う
で
し
よ

う
か
。
福
島
気
豪
台
発
表

真石矢

野森吹

目文玉

フ之之

ッ女男チ亜助女男
1 0 1 2 

93 80 82 81 

直
な
御
行
為
に
無
事
戻
っ

て
参
り
ま
し
た
。
心
か
ら

御
礼
申
上
げ
ま
す
。
と
礼

状
と
金
銭
が
送
ら
れ
て
来

ま
し
た
。

矢
吹
さ
ん
は
此
の
礼
金

を
全
額
竜
崎
老
人
ク
ラ
ブ

に
寄
附
さ
れ
て
感
謝
さ
れ

て
お
り
ま
す
9
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玉
川
村
農
業
委
員
会

に
つ
い
て
は
二
、
五
倍
と

な
り
ま
し
た
。

玉
川
村
に
は
現
在
小
作

地
が
田
三
、
二
六
八
ア
ー

ル
、
畑
二
、
五
六
四
ア
ー

ル
あ
り
ま
す
が
、
殆
ん
ど

の
小
作
地
が
文
書
契
約
期

間
が
き
れ
た
ま

．A
に
な
っ

て
居
り
ま
す
の
で
、
早
急

に
交
書
契
約
を
さ
れ
る
よ

う
、
農
業
委
員
会
で
は
十

月
一
日
よ
り
十
月
＝
一
十
一

日
ま
で
、
小
作
地
の
文
書

契
約
月
間
と
し
て
、
用
紙

等
を
取
揃
え
て
、
皆
様
の

お
い
で
を
お
待
ち
し
て
居

り
ま
す
。

九
月
一
日
よ
り

小
作
料
が
変
り
ま
し
た

山

小

屋

の
長
期
予
報
を
見
て
み
ま

す
と
今
年
の
秋
は
比
較
的

晴
天
に
恵
ま
れ
る
見
込
み

で
九
月
下
旬
は
雨
が
降
り

易
く
十
一
月
後
半
に
は
季

節
風
の
吹
出
し
が
あ
る
が

台
風
は
九
月
に
一
、
ニ
ケ

十
月
に
一
ケ
位
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
十
月
上
旬
の

天
気
は
不
安
定
で
す
が
、

中
旬
以
後
は
安
定
し
た
秋

晴
れ
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
と
お
り
で
す
が

こ
れ
は
長
期
予
報
で
す
の

で
安
心
は
禁
も
つ
で
す
。

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
予
報

に
注
意
し
て
、
農
作
物
の

と
り
入
れ
蒔
き
つ
け
を
適

期
に
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
（
産
業
課
）



九
月
四
日
よ
り
十
八
日
高
の
白
菜
等
を
視
察
、
一

ま
で
、
岩
瀬
郡
岩
瀬
村
よ
y

二
日
は
実
習
、
一
三
日
は

り
上
妻
博
隆
君
、
国
分
忠
須
釜
地
区
北
須
釜
佐
久
間

君
、
相
楽
イ
チ
子
さ
ん
、
安
蔵
氏
宅
酪
農
経
営
、
北

鈴
木
あ
き
子
さ
ん
の
四
人
須
釜
の
共
同
た
ば
こ
経
営

は
研
修
生
と
し
玉
川
村
に
南
須
釜
共
同
養
鶏
場
、
仝

派
遣
さ
れ
現
在
次
の
様
な
共
同
桑
圏
経
営
を
規
察
し

日
程
で
実
習
に
は
げ
ん
で
大
越
茂
久
氏
宅
に
泊
り
、

い

ま

す

。

一

四

日

実

習

、

一

五

日

に

上
妻
君
と
国
分
君
は
北
は
中
、
小
針
武
雄
氏
宅
に

福
島
県
交
通
事
故
移
動
相

須
釜
佐
久
間
安
蔵
氏
宅
、

相
楽
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
は

竜
崎
小
林
隆
次
氏
宅
に
宿
認
吠
両
い
ぶ
パ
国
E

設

泊
九
月
四
日
か
ら
七
日
ま

で
実
習
八
日
、
青
年
学
級
益
々
増
加
の
傾
向
に
あ

生
と
交
歓
、
農
試
祭
見
学
る
交
通
事
故
の
相
談
を
受

九
日
一

0
日
と
実
習
、
一
け
る
た
め
「
県
交
通
事
故

一
日
泉
地
区
竜
崎
小
林
昭
移
動
相
談
所
」
が
次
の
要

乎
氏
宅
薩
菜
果
樹
経
営
、
領
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
の

竜
崎
小
林
隆
次
氏
宅
の
農
で
御
利
用
下
さ
い
。

業
経
営
、
中
地
区
の
栂
造
開
設
日
時
場
所

改
善
、
ホ
ッ
プ
、
小
高
添
毎
月
五
日
福
島
県
西

田
昇
吉
氏
宅
の
養
鶴
、
小
白
河
事
務
所
（
但
し
開

.―--_＿-m=―――――--==ー
-n:_
＿＿-＝-
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一

溝

井

一

郎

＇ー

一
門
業
の
青
き
幾
重
の
山
越
へ
て
陽
の
痰
き
宮
一

叫
崎
に
来
し

日

．

5

春
浅
き
宮
崎
国
原
暖
く
田
を
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く
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遅
し
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も
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風
紋
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如
き
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渡
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．
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汗
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頂
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く
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猿
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如
血
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ぶ
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開

＿
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下
り
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猿
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一
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岩
瀬
村
青
年
派
遣

研
修
生
を
受
入

/,/ ク中小部

高落
更
生
問
題
、

等
を
中
心
に
行
な

③
相
談
は
無
料
と
す
る
。

泊
り
家
族
と
の
話
合
、
翌

一
六
、
一
七
日
実
習
を
行

い
十
八
日
開
散
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
竜
崎
4
H
と
の

交
歓
会
、
玉
川
村
青
年
派

遣
生
と
の
交
歓
会
、
北
須

釜
青
年
分
団
員
と
の
交
歓

会
を
行
い
、
岩
法
寺
石
造

五
輪
塔
、
川
辺
八
幡
さ
か

さ
杉
及
本
殿
、
東
桐
寺
舎

利
堵
等
の
文
化
財
を
見
学

し
て
も
ら
い
ま
す
。

設
日
が
休
日
及
び
日
耀

日
の
と
き
は
そ
の
翌
日

と
す
る
）

相
談
事
項

①
相
談
者
は
被
害
者
、
そ

の
遣
家
族
、
親
朕
又
は

代
理
者
等
と
す
る
。

③
相
談
は
、

0
被
害
者
が
被
扶
養
者
で

も
権
利
が
あ
る

0
最
近
は
自
殺
で
も
な
い

限
り
被
害
者
の
過
失
は

あ
ま
り
間
題
に
さ
れ
な

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

'

（
八
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

出
生
児
氏
名

．
世

帯

宅

名

続

柄

荻

田

富

美

雄

富

二

郎

孫

小

針

克

美

成

男

―

―

―

男

藤

井

は

つ

子

、
串

示

夫

長

女

大

竹

典

恵

勝

義

ク

小

原

伸

二

二

郎

長

男

増

子

久

美

大

吉

五

女

ク南
須
釜

岩小 蒜川 部
法 ．．

崎寺高生辺落

小 上 小 吉 白真仁

原野林
→ 田、、 井 死

,, 沢弓―亡
、＇ キ 田者

兼レ鶴 ョ長喜氏,, ，，‘ ，名，
ン吉ノ松ーナ

こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

＇ 

一

（
八
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

世

帯

主

名

続

柄

平

三

郎

妻

主

音

治

の

父

ク

敏

の

父

正

一

母

彦

右

衛

門

父

忠

助

母

徳
美
の
父

先
月
の
日
誌
よ
り

＜
 

八
．
―
-
決
算
監
査

八
・
―
―
―
―
農
業
委
員
会

九
・
―
―
―
第
二
回
玉
川
村
部

落
対
抗
野
球
大
会
中

チ
ー
ム
優
勝

今
月
の
税
金
は

国

民

年

金

第

二

期

分

国

民

健

康

保

険

税

第

三

期

分

で

す

期
日
ま
で
に
遅
れ
ぬ
よ
う
お
納
め
く
だ
さ
い

＼
 

0
示
談
は
保
険
額
の
最
低

額
か
ら
出
発
す
る
こ
と

が
参
ぃ

ま
た
加
害
者
が
示
談
に
来
た
ら

h
 

目＝＝＝＝＝＝＝―
lllll
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝―I-==―
1111 

=＝＝-==-＝＝=＝＝＝ 11111 
=＝＝＝ 
llllll 
＝＝m=＝＝＝＝=I-＝＝＝＝ 11111 
=＝＝＝＝＝=＝＝＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝＝
W. 

荻

関

根

栖

泉

一

-
咲
き
い
て
し
野
荻
み
だ
れ
て
通
り
雨
．

．

呻

皿
ひ
と
ま
れ
に
荻
の
こ
ぼ
る
る
関
の
跡か

ほ

、

皿

キ

ン

鯉

の

秋

水

と

な

り

―

つ

の

貌

〗
亡
き
友
の
家
久
に
訪
ふ
蓬
咲
け
り
〗

叩

妻

の

留

守

蚊

遣

に

読

み

て

文

庫

本

111

皿
睡
追
の
花
開
き
し
よ
り
陽
の
き
た
るそ

ら

加

し

み

じ

み

と

我

溜

息

を

秋

の

天

-
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④
相
談
に
関
し
て
の
秘
密

II

ひ
か
れ
損
II

に
な
ら

な
い
よ
う
に
こ
れ
だ
け
は

覚
え
て
お
い
て
下
さ
い
。

0
車
輛
番
号
を
絶
対
に
覚

え
て
お
く

0
目
撃
者
を
さ
が
す

〇
警
察
に
届
け
る

は
厳
守
す
る
。

〇
警
察
で
事
故
証
明
を
も

ら
う

A
[

〇
医
者
よ
り
診
断
書
を
も

ら
う

〇
損
害
で
か
か
っ
た
出
費

は
全
部
領
収
書
を
も
ら

っ
て
お
く

も
し
も
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

九
・
七
第
二
回
臨
時
村
議

会
特
別
職
選
任

竺
0

小
高
小
学
校
運
動

会

：
こ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
法

律
が
あ
り
ま
す
が
、
示
談

裁
判
と
も
法
的
手
続
き
が

め
ん
ど
う
。
で
き
れ
ば
警

察
の
交
通
相
談
所
、
弁
護

士
会
の
交
通
事
故
処
理
委

員
会
、
交
通
安
全
協
会
の

八

月

交
通
相
談
所

2

法
務
局
、

区
役
所
、
市
役
所
、
新
聞

社
な
ど
の
法
律
相
談
所
、

役
場
こ
ま
り
ご
と
相
談
所

と
い
う
よ
う
な
公
的
機
関

に
ご
相
談
下
さ
い
。

（
郡
山
放
送
局
だ
よ
り
）

朝
夕
秋
ら
し
さ
を
か
ん

じ
る
候
と
な
り
ま
し
た
。

台
風
二
十
二
号
も
上
陸
し

な
い
で
大
平
洋
に
去
り
心

配
さ
れ
た
被
害
も
な
く
済

み
ま
し
た
事
を
御
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
史
上
空
前
の
豊

作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
る
べ
き
収
穫
の
秋
に
備

え
、
健
康
に
留
意
し
病
気

な
ど
に
か
4

ら
ぬ
よ
ぅ
御

注
意
下
く
だ
さ
い
。

紙
面
の
都
合
で
「
血
圧

の
高
い
人
の
日
常
生
活
」

は
来
月
号
に
延
ば
さ
せ
て

戴
き
ま
す
。

我
が
村
の
小
学
校
の
歴

史
を
今
月
号
よ
り
掲
載
し

ま
し
た
。
資
料
を
提
供
し

て
戴
い
た
教
育
委
員
会
、

学
校
長
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

叫




